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CEEICET 2 EEEAE2025 (2025 Global Conference on Climate and
Health) ] 125 W T, BHAPERICW T 2MEXEDRKZITVLWE L7,
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	日本医療政策機構
	最近の活動（2025年10月〜12月）

	ACTIVITY REPORT
	代表理事メッセージ
	社会に必要な政策の選択肢を提示すべく、よりよい人類社会のために
	乗竹 亮治


	日本医療政策機構とは
	非営利、独立、民間——そしてグローバル
	日本医療政策機構（HGPI: Health and Global Policy Institute）は、2004年に設立された非営利、独立、超党派の民間の医療政策シンクタンクです。
	設立当初より「市民主体の医療政策を実現すべく、独立したシンクタンクとして、幅広いステークホルダーを結集し、社会に政策の選択肢を提供すること」をミッションに掲げ、さらに「特定の政党、団体の立場にとらわれず、独立性を堅持する」との行動指針にもとづき活動を行ってまいりました。今後も、政治的な中立性はもちろんのこと、あらゆる団体からの独立性を堅持し活動を展開してまいります。


	行動指針
	CONNECT and FACILITATE
	幅広いステークホルダーを結集し、有意義な議論を促進する。

	INDEPENDENT and GLOBAL
	特定の政党・団体の立場にとらわれず、独自性を堅持し、グローバルな視点を持つ。

	FEASIBLE and RESPONSIBLE
	実現可能で責任ある政策の選択肢を提供する。

	RESEARCH and ANALYSIS
	質の高い研究や分析を提供する。

	OPEN and CREATIVE
	開かれた機会を提供し、創造性を育てる。


	DATA REPORT
	458,779
	395,951
	313,876

	2024年度の活動
	6,300
	450
	300
	280

	23,000
	2,800
	1,500
	1,300


	PROJECTS
	Present Engagement
	薬剤耐性（AMR）
	メンタルヘルス
	非感染性疾患（NCDs）
	認知症

	Civil Society Engagement
	患者当事者支援
	医療政策アカデミー
	HGPIセミナー
	HGPIサロン
	特別朝食会
	議員勉強会

	Future Engagement
	プラネタリーヘルス
	医療システムの未来
	グローバルヘルス


	ワンヘルス・ネットワーキング会議
	AMR Policy Update  #1
	AMR Policy Update  #2
	AMR Policy Update  #3
	WHO初の真菌感染症報告書が示す課題
	ー臨床現場と研究開発のギャップを埋めるために
	政策対話
	PRESENT ENGAGEMENT

	認知症
	「認知症政策の推進に向けたマルチステークホルダーの連携促進」をミッションとして
	政策提言
	「脳の健康」を取り巻く政策への戦略的投資が拓く 「日本再起」への提言－新政権への期待－
	DEC 01, 2025
	認知症は、単なる医療・介護の課題ではなく、経済成長、社会保障の持続可能性、共生社会の実現という、日本が直面する重要課題の解決に資する政策領域です。3つの提言は相互に補完し合い、認知症の本人や家族等の参画を軸に、研究開発からサービス提供、社会基盤の構築まで、包括的な政策投資の方向性を示しています。



	提言
	当事者参画型研究開発への投資
	持続可能なサービス体制への投資
	脳の健康を基盤とする成長戦略への投資
	DEC 09, 2025

	ケベック州・日本高齢化対話ウェビナー
	研究と政策エコシステムの架け橋
	日本とケベック州から高齢化研究および政策分野の専門家が登壇し、両地域における高齢化対応の優先課題や協力の可能性について意見交換を行いました。本ウェビナーは、日本とケベック州の間で高齢化に関する継続的な対話を構築する第一歩として位置づけられ、研究、政策、実践の各分野における協力の機会を探ることを目的としました。

	DEC 17, 2025

	第2回アドバイザリーボード会合
	認知症の人をケアする家族等を取り巻く認知症施策のこれから
	本アドバイザリーボードは、本人を中心に据えつつも、家族や専門職等を含めた「本人をケアする人」への支援のあり方について多様な視点から検討し、本人と家族等がともに生き生きと暮らせる社会の実現に向けて政策提言を取りまとめることを目的としています。

	Column 65

	認知症の本人や家族等と共に創る認知症研究の未来vol.3： 認知症の医学的研究におけるPPIの段階論とその評価に関する試論・提言
	Activity Report | February 2026
	CIVIL SOCIETY ENGAGEMENT


	CIVIL SOCIETY ENGAGEMENT
	患者当事者支援
	医療政策における患者・市民参画の推進に向けて
	DEC  08, 2025
	第1回J-PEPセミナー
	患者・当事者参画から始まる政策アドボカシーの実践
	長年にわたり患者アドボカシーの最前線で活動されている天野慎介氏（一般社団法人 全国がん患者団体連合会 理事長／一般社団法人 グループ・ネクサス・ジャパン 理事長）をお迎えしました。がん領域における政策形成の現場でのご経験や、高額療養費制度の見直しなどに関わる取り組みを中心にお話しいただきました。


	J-PEPとは？

	医療政策アカデミー
	第14期は基礎編、理論編、医療の未来編、実践編で構成される段階的なカリキュラムで、各講義では現在まさにそれぞれの分野で活躍する講師陣による講義とともに、多様なバックグラウンドを持つ受講生同士で各テーマについて議論します。
	中間発表会
	OCT 10, 2025
	最終発表会に向けた進捗報告および政策提言の内容をさらに深化させることを目的として開催されました。多くのHPA Alumniの皆さまにもご参加いただきました。
	第5回講義

	NOV 14, 2025
	医療政策の未来（1）「産学連携によるウェルビーイング」
	土井理美氏（東京科学大学大学院医歯学総合研究科 政策科学分野 助教）より、「産学連携によるウェルビーイング」をテーマに、メンタルヘルス不調の予防における大学研究者としての取り組みと限界、それを乗り越えるための民間企業設立による社会実装、そして産学連携やコレクティブ・インパクト（Collective Impact）を通じた予防メンタルヘルスの社会実装の可能性ついて講義いただきました。

	第6回講義

	DEC 12, 2025
	医療政策の未来（2）「医療と社会の将来像」

	小野崎耕平（日本医療政策機構 理事）より、「医療と社会の将来像」をテーマに、ご自身の実体験を踏まえながら、AIや医療市場の変化、当事者目線の重要性を軸に、現代医療が直面する課題と可能性について講義いただきました。
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	CIVIL SOCIETY ENGAGEMENT


	HGPIセミナー
	OCT 09, 2025
	第139回HGPIセミナー
	循環器病
	循環器病対策の新たな展望  ― 患者・当事者参画の視点から
	神吉 佐智子 大阪医科薬科大学 医学部 外科学講座 胸部外科学教室 講師／附属病院 心臓血管外科 医師



	HGPIサロン
	HGPIサロン2025「日本の社会保障の未来を見据えて」
	医療・社会保障における課題を共有しながら、未来に向けた議論の場として、 2025年を通して、全4回開催しました。
	OCT 07, 2025
	第3回
	医療システムの持続可能性と財源確保
	理事の小野崎耕平とマネージャーの河田友紀子が参加者の皆様とともに議論いたしました。小野崎より、がん疾患を例に日本の医療システムの持続可能性を医療費の観点から、特に財源確保についてプレゼンテーションを行った後、現行の社会保障制度における負担の様々な背景を前提に、社会構造の変化や労働環境の変化等全体像を捉えた具体的な執行面に関する議論、高額療養費制度の見直しを例に政策形成過程における政策オプションの進め方・合意形成方法など、会場一体となった議論が交わされました。


	NOV 11, 2025
	第4回
	認知症の人の多様な社会参加の促進と共生社会の実現
	理事の堀田聰子およびアソシエイトの森口奈菜が、参加者の皆さまとともに議論を行いました。堀田からは、日本における認知症関連の社会政策の変遷や、社会全体の認知症への捉え方の変化、ご自身の研究内容、そして「共生」という概念についてのプレゼンテーションがありました。また、認知症の診断における在り方や心理的配慮、雇用や自己表現など、本人の社会参加を促進するための取り組みと現場での課題についても取り上げられ、本人の自律を尊重しつつリスクを防ぐための方策について、会場全体で活発な議論が交わされました。
	第1回
	2.14 Fri
	第2回
	6.27 Fri
	第3回
	10.7 Tue
	第4回
	11.11 Tue
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	人口急減社会における持続可能な社会保障の再設計
	FUTURE ENGAGEMENT
	プラネタリーヘルス
	地球規模の課題に対し、健康、幸福、公平性を達成するためにヘルスケアセクターが取るべき対応策とは
	FUTURE ENGAGEMENT
	OCT 29, 2025

	第84回日本公衆衛生学会総会 公募セッション
	自治体×プラネタリーヘルス×公衆衛生

	政策提言
	日本の保健医療分野の団体における気候変動と健康に関する認識・知識・行動・見解：横断調査
	NOV 13, 2025
	2025年11月に開催予定の気候変動枠組条約第30回締約国会議（COP30）を前に、日本の保健医療分野の学術団体、職能団体、産業団体を対象として、気候変動と健康に関する認識、知識、取組、政策提言に関する見解を把握するためのオンライン調査を実施しました。本調査は、日本において初めて、保健医療分野全体を対象にした気候変動と健康に関する網羅的な実態調査です。保健医療分野が持つ潜在的な役割と責任を再認識し、今後の政策形成や現場での実践に活かしていくことが求められます。

	FUTURE ENGAGEMENT


	プラネタリーヘルスアカデミー（後半）
	第4回
	持続可能な健康都市の展開のための国内外の取り組み
	OCT 15, 2025

	第5回
	生物多様性と生態系サービスと人間の健康
	OCT 22, 2025

	第6回
	医療の現場からのプラネタリーヘルスアプローチ
	NOV 05, 2025

	「ベレン保健行動計画」賛同
	NOV 14, 2025


	HCWH SEAと気候変動に強く持続可能な医療の推進に向けて覚書（MOU）締結
	NOV 24, 2025
	Column 66
	国際プラスチック条約：国際環境法における人の健康をめぐる言説

	提言
	グローバルヘルス
	グローバルパートナーとの連携を通じて
	DEC 05, 2025
	ラウンドテーブル

	ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC）の核心： アジア太平洋地域と日本における「経済的負担なき医療」の実現
	UHC2030、アジア開発銀行（ADB: Asian Development Bank）、UHC 2030のための市民社会参画メカニズム（CSEM: Civil Society Engagement Mechanism for UHC2030）、グローバルヘルス市民社会ネットワーク（GHネット）と共催で、アジア太平洋地域および日本におけるユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（UHC: Universal Health Coverage）、とりわけ医療費の自己負担による経済的困難からの保護（財政的リスク保護）に焦点を当てたラウンドテーブルを開催しました。
	FUTURE ENGAGEMENT

	「健康と命を守るための交渉：COP30に向けた提言」賛同
	OCT 29, 2025
	当機構は「健康と命を守るための交渉：COP30に向けた提言（Negotiating to Protect Health and Lives: Recommendations for COP30）」への正式な支持を表明しました。本提言書は、グローバル・クライメート・ヘルス・アライアンス（GCHA: Global Climate and Health Alliance）が、世界の保健および気候関連コミュニティとの協議を経て作成したもので、2025年に開催される国連気候変動枠組条約第30回締約国会議（COP30）に向けた包括的な提言をまとめています。本提言書は、UNFCCCのすべての交渉において健康の観点を考慮するよう関係各国に呼びかけています。




	パブリックコメント提出
	「清浄な空気の保護」に関する意見募集
	OCT 16, 2025
	国連「人権および環境に関する特別報告者 （Special Rapporteur on the human right to a healthy environment）」
	生物多様性国家戦略2023-2030の実施状況の中間評価（案）」及び「生物多様性条約第７回国別報告書（案）

	DEC 02, 2025
	環境省
	気候変動影響評価報告書（総説）（案）

	DEC 24, 2025
	環境省
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